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全
国
で
ク
マ
の
出
没
が
相

次
い
だ
▼
こ
れ
ま
で
は
、
北

海
道
の
ヒ
グ
マ
が
気
性
も
荒

く
危
険
で
、
吉
村
昭
『
羆
嵐
』

に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
被

害
を
生
じ
さ
せ
て
き
た
。
一

方
、
本
州
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

は
大
人
し
い
と
い
う
認
識
だ

っ
た
▼
と
こ
ろ
が
、
今
年
の

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
様
子
が
違

っ
た
。
普
段
、
現
れ
な
い
よ

う
な
市
街
地
に
姿
を
見
せ
、

人
を
襲
う
こ
と
ま
で
あ
っ
た

▼
そ
も
そ
も
ク
マ
の
語
源
は

「
隠
れ
て
い
る
」と
い
う
意
味

で
、
熊
野
は
山
の
向
こ
う
に

隠
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
目
の

下
の
く
ま
は
陰
に
な
っ
て
い

る
部
分
、
歌
舞
伎
の
隈
取
は

顔
に
付
け
る
陰
影
の
こ
と
だ

▼
だ
か
ら
、
動
物
の
ク
マ
も

本
来
は
隠
れ
て
い
る
存
在
で

人
に
は
姿
を
見
せ
な
い
生
き

物
と
い
う
意
味
だ
っ
た
▼
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
態
に
詳
し

い
専
門
家
も
餌
と
な
る
木
の

実
が
凶
作
だ
っ
た
こ
と
に
加

え
、
行
動
そ
の
も
の
の
変
容

が
背
景
に
あ
る
と
い
う
（
岩

手
大
・
山
内
貴
義
准
教
授
）▼
幸

い
伊
勢
市
内
で
は
ク
マ
の
目

撃
情
報
は
な
い
が
、
近
隣
の

度
会
郡
や
松
阪
市
で
は
目
撃

が
あ
る
▼
ま
ず
は
、
ク
マ
に

遭
わ
な
い
こ
と
が
最
大
の
防

御
だ
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
に
遭
っ
た
経
験

の
な
い
近
場
の
里
山
へ
の
ハ

イ
キ
ン
グ
で
も
油
断
せ
ず
、

ラ
ジ
オ
や
熊
鈴
を
つ
け
て
出

か
け
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　若
の
浦
に

　
潮
満
ち
来
れ
ば

　
　
潟か

た

を
な
み

葦あ
し

辺へ

を
さ
し
て

　
　
鶴た

づ

鳴
き
渡
る

�

山
部
赤
人

女　子
三段跳岡島奏音さ

（高３）

ん大会新で日本一に
JOCジュニアオリンピックカップ第19回U18

　
10
月
17
日
か
ら
19
日
に
か
け
三
重
交
通
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
の
杜
伊
勢
陸
上
競
技
場

で
開
催
さ
れ
た
「
第
19
回
Ｕ
18・第
56
回
Ｕ
16
陸
上
競
技
大
会
」
に
お
い
て
、
Ｕ

18
女
子
三
段
跳
の
岡
島
奏
音
さ
ん（
高
３
）が
12
ｍ
81
を
マ
ー
ク
。
大
会
新
、
高

校
歴
代
９
位
と
な
る
記
録
を
打
ち
立
て
、
優
勝
し
た
。
７
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
は
４
位
に
と
ど
ま
り
、「
一
番
を
め
ざ
し
て
き
た
の
で
悔
し
さ
が
大
き
か
っ

た
」
と
振
り
返
っ
て
い
た
が
、
今
大
会
で
つ
い
に
悲
願
の
日
本
一
に
輝
い
た
。

　

皇
學
館
高
校
で
探
究
活
動
が
活
発
に
展
開

█

出
口
教
諭
と
二
人
三
脚
で
つ
か
ん
だ
頂
点

　

岡
島
さ
ん
は
「
ず
っ
と
目

標
に
し
て
き
た
日
本
一
を
達

成
で
き
て
本
当
に
嬉
し
い
。

多
く
の
人
に
応
援
さ
れ
、
お

め
で
と
う
と
声
を
か
け
て
も

ら
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
が
間
違
っ
て
い

な
か
っ
た
と
実
感
し
た
」
と

語
る
。
高
校
最
後
の
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
は
強
い
思
い
を
持
っ
て
臨
ん
だ

だ
け
に
、
悔
し
さ
が
大
き
か
っ
た
。
し

か
し
「
落
ち
込
ん
で
チ
ャ
ン
ス
を
無
駄

に
す
る
方
が
も
っ
た
い
な
い
」
と
前
を

向
き
、
練
習
に
対
す
る
意
識
を
一
段
と

高
め
た
。
競
技
力
向
上
に
加
え
、
勝
ち

た
い
と
い
う
気
持
ち
だ
け
で
な
く
、
食

事
や
睡
眠
と
い
っ
た
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

管
理
に
も
主
体
的
に
取
り
組
み
、
結
果

へ
結
び
付
け
る
準
備
を
整
え
て
い
っ
た
。

　

支
え
と
な
っ
た
の
は
、
自
身
も
三
段

跳
の
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
出
口
大
貴

教
諭
の「
絶
対
日
本
一
に
さ
せ
る
か
ら
」

と
の
言
葉
。
う
ま
く
い
か
な
い
時
期
や

自
信
を
失
い
か
け
た
場
面
で
も
、
こ
の

言
葉
に
励
ま
さ
れ
た
。
中
高
を
通
し
て

注
目
が
集
ま
り
、
期
待
や
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
に
揺
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
出
口

教
諭
は
「
周
り
を
気
に
す
る
必
要
は
な

い
。
３
年
目
に
笑
顔
で
終
わ
れ
る
よ
う
、

今
や
る
べ
き
こ
と
を
や
ろ
う
」
と
寄
り

添
い
続
け
た
。

　

今
後
は
地
元
を
離
れ
、
新
た
な
環
境

で
競
技
を
続
け
る
。
岡
島
さ
ん
は
「
現

状
に
満
足
せ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
高
み
を

め
ざ
す
。
夢
は
日
本
を
背
負
う
選
手
に

な
る
こ
と
。
ま
ず
は
大
学
で
も
日
本
一

を
め
ざ
す
」
と
抱
負
を
述
べ
る
。
出
口

教
諭
は
「
彼
女
の
最
大
の
強
み
は
〝
何

が
あ
っ
て
も
諦
め
な
い
心
〟。こ
の
結
果

は
ま
だ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
。
大
学
、
社

会
人
と
経
験
を
重
ね
、
日
の
丸
を
背
負

う
選
手
に
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待

を
寄
せ
た
。

　
皇
學
館
高
等
学
校
で
は
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
お
い
て
、
２
年
生
が
主
体
的
か
つ
活
発
に
探

究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
４
年
目
を
迎
え
る
こ
の
活
動
は
、一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
思
考
力・

判
断
力
・
表
現
力
を
育
む
こ
と
が
狙
い
。
生
徒
た
ち
は
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
対
す
る
深
い
考
察
と
実
践

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
総
合
的
な
問
題
解
決
能
力
を
養
う
。

　

探
究
活
動
は
国
公
立
系
・
教
育

系
・
私
大
進
学
系
・
医
療
看
護
系
・

理
系
の
５
つ
の
系
統
に
分
か
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

本
校
探
究
活
動
の
特
長
は
地
域

に
出
向
い
て
実
施
す
る
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
の
充
実
、
高
大
連
携
に

よ
る
専
門
的
な
学
び
、
一
流
講
師

陣
に
よ
る
指
導
に
あ
る
。
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
実
体
験
を
通
じ

て
机
上
の
学
び
で
は
得
ら
れ
な
い

視
点
を
得
ら
れ
る
。
ま
た
、
講
師

に
は
本
学
の
教
授
陣
を
は
じ
め
、

行
政
職
員
や
現
役
の
医
療
従
事
者

な
ど
、
各
分
野
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
専
門
家
を
招
き
、
実
践
的
か

つ
高
度
な
内
容
の
講
義
を
行
っ
て

い
る
。

█

高
大
連
携
に
よ
り
質
の
高
い
学
び
が
実
現

　

１
学
期
に
は
伊
勢
市
役
所
職
員

や
医
療
関
係
者
に
よ
る
講
話
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
本
学
か
ら
も
齋
藤

平
学
長
を
は
じ
め
、
中
松
豊
教
授

（
教
育
学
部
）
な
ど
７
名
の
教
員
が

特
別
講
演
を
担
当
。
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
分
野
か
ら
学
び
の
意
義
や
将

来
へ
の
展
望
に
つ
い
て
語
り
、
生

理
事
長
交
代
、
感
謝
と
継
承
の
集
い

　
₁₁
月
7
日
、
小
串
和
夫
前
理
事
長
の

長
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
を
労
い
、
あ
わ

せ
て
圓
藤
恭
久
理
事
長
の
就
任
を
披
露

す
る
会
が
熱
田
神
宮
会
館
で
催
さ
れ
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
小
串
前
理
事
長
は
在

任
し
た
5
年
半
を
振
り
返
り
、「
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
か
つ
て
な
い
困
難
の
中
、
教

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
て
く

れ
た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
令
和

₁₄
年
に
迎
え
る
創
立
百
五
十
年
・
再
興

七
十
年
の
佳
節
に
向
け
、
さ
ら
な
る
発

展
を
願
っ
た
。

　
圓
藤
理
事
長
は
、「
大
任
を
拝
し
、
責

任
の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
」
と

し
、「
先
人
の
志
を
受
け
継
ぎ
、
皆
さ
ま

の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
精
い

徒
た
ち
の
探
究
意
欲
を
刺
激
し
た
。

　

２
学
期
に
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
取
り
入
れ
、
よ
り
具
体
的
な

学
び
を
進
め
て
い
る
。
11
月
５
日

に
は
本
学
教
育
学
部
の
学
生
が
子

育
て
を
実
践
的
に
学
ぶ
「
子
育
て

支
援
活
動
ぴ
よ
ぴ
よ
」を
見
学
。教

育
系
ク
ラ
ス
の
生
徒
た
ち
は
実
際

に
幼
児
と
保
護
者
の
関
わ
り
を
間

近
で
観
察
し
、
保
育
の
現
場
で
求

め
ら
れ
る
配
慮
や
工
夫
を
学
ん
だ
。

　
「
泣
い
た
り
大
き
な
声
を
出
し

た
り
し
て
も
、
講
師
の
方
が
肯
定

的
な
言
葉
で
受
け
止
め
て
い
た
の

が
印
象
的
だ
っ
た
」「
子
ど
も
た
ち

を
引
き
つ
け
る
よ
う
に
感
情
を
込

め
て
絵
本
を
読
む
姿
に
感
動
し

た
」「
学
生
が
自
分
た
ち
で
空
間
づ

く
り
を
工
夫
し
て
い
て
学
び
が
多

か
っ
た
」
な
ど
、
生
徒
か
ら
は
多

く
の
気
付
き
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
域
貢
献
活
動
や

防
災
講
習
な
ど
も
行
わ
れ
、
社
会

と
つ
な
が
る
実
践
的
な
学
び
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
キ
ャ
リ

ア
探
究
Ｄ
Ｘ
研
修
な
ど
を
経
て
、

３
月
の
成
果
発
表
会
で
学
び
の
成

果
を
披
露
す
る
予
定
だ
。

っ
ぱ
い
学
園
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。
今
後
と
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

　
来
賓
の
方
々
か
ら
も
温
か
い
お
言
葉

を
い
た
だ
き
、
会
は
和
や
か
に
執
り
行

わ
れ
た
。

小
串
前
理
事
長
、常
任
顧
問
に
就
任

　
小
串
前
理
事
長
に
は
引
き
続
き
常
任

顧
問
に
就
任
い
た
だ
き
、
大
所
高
所
か

ら
ご
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
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クラブ応援メッセージ募金
授与式を開催

　皇學館クラブ応援メッセージ募金授与式が、
大学は令和 ₇ 年₁₁月₁₄日、高校中学校は同月
₂₉日に行われた。
　この皇學館クラブ応援メッセージ募金は、
クラブ活動に力を注ぐ学生・生徒への物心両
面での支援をお願いするもの。贈られたメッ
セージや募金は、半期ごとに寄付者が指定し
たクラブにお渡ししている。
　大学の授与式では冒頭、齋藤平学長が「応
援してくださる方々の思いを汲み取って、今
後のクラブ活動の強化・充実に役立ててくだ
さい」と学生を激励。₁₆団体に目録を手渡し
た。また、高校の授与式では芝㟢俊也校長か
らクラブ顧問へ募金が手渡された。
　募金していただいた皆様にはこ
の場をお借りしまして、厚く御礼
申し上げます。引き続きご支援の
ほど、よろしくお願いします。 詳しくはこちらから▲

※クラブ別配分金については、令和 ７ 年度末（K-らいふ）に
てご報告させていただきます。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
布
陣
で
17
位

第
37
回
出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
駅
伝
競
走

　

完
全
優
勝
の
勢
い
で
臨
む
も
、

あ
と
一
歩

第
21
回
東
海
地
区
・
北
陸
・
愛
知
三
連
盟
王
座
決
定
戦

　

第
37
回
出
雲
全
日

本
大
学
選
抜
駅
伝
競

走
が
10
月
13
日
、
島

根
県
出
雲
市
で
開
催

さ
れ
た
（
全
６
区
間

45
・
１
㎞
・
出
場
22
チ

ー
ム
）。
２
年
ぶ
り
６

回
目
の
出
場
と
な
る

本
学
駅
伝
競
走
部
は

過
去
最
高
順
位（
14
位
）の
更
新
と
東
海
地

区
の
出
場
枠
増
を
目
標
に
挑
ん
だ
。
気
温

26
℃
、風
速
２
・
５
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
も
と
、
13
時
５
分
に
出
雲
大
社

前
を
ス
タ
ー
ト
。
初
出
場
５
名
を
含
む
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
布
陣
で
臨
ん
だ
。

　

１
区
曽
越
祐
志
選
手（
現
日
２
）が
区
間

21
位
で
襷
を
つ
な
ぐ
と
、
２
区
清
水
大
斗

選
手（
現
日
２
）が
区
間
14
位
と
健
闘
。
３

区
前
野
皓
士
選
手（
コ
ミ
３
）は
風
に
苦
し

み
な
が
ら
も
18
位
に
順
位
を
上
げ
た
。
４

区
塩
見
昊
瑛
選
手（
現
日
２
）は
粘
り
の
走

り
を
見
せ
、
５
区
は
唯
一
の
１
年
生
で
あ

る
松
葉
琥
太
郎
選
手（
教
育
１
）が
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
の
激
し

い
コ
ー
ス
を
力

走
。
最
終
６
区

で
は
主
将
の
新

間
圭
選
手
（
現

日
３
）
が
経
験

を
生
か
し
て
区

間
12
位
と
好
走

し
、
17
位
で
ゴ

ー
ル
し
た
。

　

新
間
選
手
は
「
目
標
タ
イ
ム
に
届
か
ず

悔
し
い
結
果
で
し
た
が
、
多
く
の
応
援
が

力
に
な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
だ
が
、

こ
の
悔
し
さ
が
次
へ
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

来
年
の
本
選
出
場
権
「
1
枠
」
を
か
け
た

東
海
学
生
駅
伝
（
12
月
14
日
開
催
）
で
は
見

事
な
逆
転
優
勝
を
決
め
、
出
場
切
符
を
獲

得
し
た（
小
枠
参
照
）。来
年
の
本
選
で
の
走

り
に
注
目
だ
。

　

明
治
神
宮
大
会
へ
の
最
終
関
門
と
な
る

第
21
回
東
海
地
区
・
北
陸
・
愛
知
三
連
盟

王
座
決
定
戦
が
11
月
１
日
に
パ
ロ
マ
瑞
穂

球
場（
名
古
屋
市
）で
開
幕
し
た
。

　

三
重
県
秋
季
リ
ー
グ
で
４
校
す
べ
て
か

ら
勝
ち
点
を
挙
げ
る
完
全
優
勝
を
果
た
し
、

14
季
連
続
・
16
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
本

学
硬
式
野
球
部
は
、
東
海
地
区
大
学
野
球

秋
季
選
手
権
大
会
で
２
位
と
な
り
、
王
座

決
定
戦
に
出
場
。
３
地
区
の
２
位
校
に
よ

る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
名
城
大
学（
愛
知
）と

対
戦
し
、
序
盤
か
ら
緊
迫
し
た
展
開
と
な

っ
た
。

　

二
回
、１
死
一
・
三
塁
の
場
面
で
内
野
ゴ

ロ
の
間
に
１
点
を
先
制
さ
れ
、
五
回
に
は

２
死
二
塁
か
ら
適
時
打
を
浴
び
て
追
加
点

を
許
し
た
。
そ
の
後
は
粘
り
強
い
守
備
で

試
合
を
立
て
直
し
、
六
回
と
七
回
の
２
度

の
満
塁
の
ピ
ン
チ
も
無
失
点
で
切
り
抜
け

る
な
ど
、
持
ち
味
の
堅
守
を
発
揮
。
八
回

に
は
代
打
・
出
口
陽
大
選
手（
国
文
４
）と

村
田
貴
俊
選
手（
現
日
４
）の
連
打
で
チ
ャ

ン
ス
を
つ
く
り
、
出
口
智
基
選
手
（
教
育

３
）
が
犠
牲
フ
ラ
イ
を
放
っ
て
１
点
を
返

し
た
。
し
か
し
反
撃
も
こ
こ
ま
で
と
な
り
、

１
ー

２
で
惜
し
く
も
敗
退
。決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
。
勢
い
に
乗

っ
た
名
城
大
学
が
優
勝
し
、
明
治
神
宮
大

会
で
ベ
ス
ト
４
の
成
績
を
お
さ
め
た
。

　

本
学
で
は
最
速
１
４
６
キ
ロ
を
記
録
し

独
立
リ
ー
グ
に
入
団
す
る
工
藤
岳
投
手

（
現
日
４
）の
ほ
か
、「
打
て
る
二
塁
手
」
と

し
て
注
目
さ
れ
る
池
田
真
翔
選
手
（
現
日

２
）が
存
在
感
を
発
揮
し
た
。来
季
の
さ
ら

な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

曽越祐志選手（現日₂）が東海
学連のアンカーとして出場
　₁₁月 ₂ 日に開催され
た「秩父宮賜杯第₅₇回
全日本大学駅伝対校選
手権大会」で、本学駅
伝競走部の曽越祐志選
手が東海学連選抜チー
ム（ ₅ 時間₃₆分₅₂）のア
ンカーとして ₈ 区を力
走した。全国から強豪校が集う中、東海地区
は名古屋大学が₂₀位（ ₅ 時間₃₅分₂₅）、岐阜協立
大学が₂₁位（ ₅ 時間₃₃分₄₇）でゴール。惜しくも
来年度の出場枠は ₁ 枠に減少した
ものの、各選手が最後まで粘り強
い走りを見せた。 大会結果はこちらから▶

【速報】駅伝競走部、劇的逆転
優勝! 出雲路への切符掴む
　₁₂月₁₄日に開催された第₈₇
回東海学生駅伝で、本学駅伝
競走部が逆転優勝を飾り、来
年の出雲駅伝への出場権を獲
得した。
　 ₁ 区は ₆ 秒差の ₅ 位につけ、 ₂ 区ではトッ
プと₁₅秒差に広がったが、 ₃ 区の清水大斗選
手（現日 ₂）、₄ 区の前野皓士選手（コミ ₃）が区
間 ₁ 位の走りでトップに躍り出た。 ₅ 区で逆
転を許したものの、最終 ₆ 区で新間圭選手（現
日 ₃ ：写真上）が主将として意地の走りを見せ、
再び逆転しゴールテープを切った。
　寺田夏生監督は報告会で、「最後まで接戦の
形となり、緊迫の展開でしたが、選手たちが
しっかりと最後まで力を振り絞り、勝つこと
ができました」と激戦を振り返りつつ感謝を
述べた。新間選手は「この流れを崩さず、こ
れからも結果を意識して頑張っていきますの
で、応援よろしくお願いします」と力強く挨
拶。優勝の勢いを来年へつなげるべく、一層
の奮起を誓った。

　

順
天
堂
大
に
惜
敗
も 

攻
め
の
柔
道
で
存
在
感

全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
団
体
優
勝
大
会

　

10
月
18
・
19
日
、
ベ
イ
コ
ム
総
合
体
育

館
で
行
わ
れ
た
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別

団
体
優
勝
大
会
に
本
学
柔
道
部
が
出
場
し

た
。初
戦
は
新
潟
食
料
農
業
大
学
に
３
ー

０

で
快
勝
。
続
く
２
回
戦
で
は
、
東
京
代
表

で
本
大
会
ベ
ス
ト
８
入
り
を
果
た
し
た
強

豪
・
順
天
堂
大
学
と
対
戦
し
、３
ー

４
で
惜

し
く
も
敗
れ
た
。

　

佐
藤
武
尊
部
長
は
戦
況
を
振
り
返
り
、

「
今
回
は
〝
攻
め
の
柔
道
〟
を
掲
げ
て
臨
み

ま
し
た
。
個
人
戦
で
の
悔
し
さ
を
糧
に
全

員
が
最
後
ま
で
果
敢
に
戦
い
抜
い
た
と
思

い
ま
す
。僅
差
の
敗
戦
で
し
た
が
、個
人
戦

の
と
き
の

よ
う
な
虚

し
さ
は
な

く
、
む
し

ろ
皇
學
館

柔
道
の
存
在

感
を
し
っ
か

り
示
す
こ
と

が
で
き
た
大

会
で
し
た
」

と
語
っ
た
。

続
け
て
、「
す
で
に
次
を
見
据
え
、
試
合
直

後
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
き
、
翌
朝
か
ら

自
主
練
に
励
む
選
手
も
い
ま
す
。
こ
こ
か

ら
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
柔
道
界
や

社
会
で
貢
献
で
き
る
人
材
に
育
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
今
後
へ
の
期
待
を
込
め
た
。

主
将
の
南
大
志
選
手（
現
日
４
）は
「
た
く

さ
ん
の
応
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
私
た
ち
の
代
で
は
結
果
を
残
せ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
こ
に
い
る
後
輩
た
ち
が

き
っ
と
成
果
を
出
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て

い
ま
す
」
と
話
し
、
思
い
を
託
し
た
。

順位 大 学 名 記 録
１ 位 國 學 院 大 學 ２：09：12
２ 位 早 稲 田 大 学 ２：09：50
３ 位 創 価 大 学 ２：10：05
４ 位 アイビーリーグ選抜 ２：10：12
５ 位 駒 澤 大 学 ２：10：27
６ 位 城 西 大 学 ２：10：41
７ 位 青 山 学 院 大 学 ２：10：52
８ 位 帝 京 大 学 ２：11：32
９ 位 東 洋 大 学 ２：12：06

10位 中 央 大 学 ２：12：43
11位 東 京 国 際 大 学 ２：16：33
12位 関 西 大 学 ２：18：06
13位 札 幌 学 院 大 学 ２：18：24
14位 信 州 大 学 ２：18：39
15位 志 學 館 大 学 ２：19：31
16位 環 太 平 洋 大 学 ２：19：58
17位 皇 學 館 大 学 ２：20：08
OPN 中国四国学連選抜 ２：21：00
18位 京 都 産 業 大 学 ２：21：12
19位 新 潟 大 学 ２：22：22
20位 東 北 学 連 選 抜 ２：22：37
21位 北 海 道 大 学 ２：28：15

犠牲フライを放った出口（智）選手

出雲路を疾走する
松葉選手

若手主体のチームにとって貴重な経験になった

渾身の一球を投げる工藤投手

全日本学生柔道体重別団体優勝大会
１ 回戦 ● 対 新潟食料農業大学
先鋒 髙橋　奏斗（教育 ３ ） 引き分け
次鋒 井野川幹太（現日 ２ ） 引き分け
五将 井上　寛仁（教育 ２ ） 引き分け
中堅 鬼塚　勇芯（教育 ３ ） 優勢勝（有効）

三将 髙橋　侑雅（教育 ４ ） 優勢勝（有効）

副将 南　　大志（現日 ４ ） 一本勝
大将 淵上　　朔（現日 ２ ） 引き分け

２ 回戦 ● 対 順天堂大学
先鋒 若谷　　怜（教育 ４ ） 優勢勝（技有）

次鋒 南　　大志（現日 ４ ） 一本勝
五将 井上　寛仁（教育 ２ ） 一本勝
中堅 鬼塚　勇芯（教育 ３ ） 優勢負（技有）

三将 髙橋　侑雅（教育 ４ ） 一本負
副将 中西　莞二（教育 ３ ） 一本負
大将 若谷　　快（教育 ３ ） 一本負

１ 回戦で一本勝を決める
南選手（右）

雪辱を胸に、闘志を燃やす柔道部員たち

本学前を力走する曽越選手

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

ベント＆エデュケーション

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports

Event & Education
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就任のご挨拶
学校法人皇學館 常務理事

秦
は た

　 昌
ま さ

弘
ひ ろ

（満₆₇歳）
　
　₁₀月₁₁日付で常務理事
に就任しました。 ₉ 年間
にわたり神職養成部にて、学内外の多くの
方々にお世話になってきましたが、皆様方
には一層のご指導、ご協力をお願いするこ
ととなりました。
　本学卒業後は、神職として神明奉仕とと
もに博物館学芸員として、日本文化、美術
に関する展覧会に携わってきました。その
ようななか、神道を建学の精神にすえる本
学の教育、研究の素晴らしさを実感するこ
とが度々ありました。その点を、一層充実
させていくことは、現在の社会が抱えるさ
まざまな課題の解決への糸口を見出すこと
につながっていくものと思われます。
　神宮皇學館、神宮皇學館大学を継承する
皇學館大学を始め皇學館高等学校、皇學館
中学校が、特色ある地位を占め、その存在
が我が国発展の安定的基盤となるよう努め
てまいりますので、何卒よろしくお願い申
し上げます。

経　歴
昭和57年 ３ 月 皇學館大学文学部神道学科卒業
昭和59年 ７ 月 多度大社権禰宜（平成元年 ３ 月迄）

平成元年 ４月 四日市市教育委員会博物館準備室
学芸員（平成 ５ 年 ３ 月迄）

平成 ５年 ４月 四日市市立博物館学芸員
（平成25年 ３ 月迄）

平成26年 ４ 月 桑名市博物館館長（平成29年 ３ 月迄）

平成28年 ６ 月 公益財団法人鈴屋遺跡保存会理事
（現在に至る）

平成29年 ４ 月
学校法人皇學館理事（現在に至る）
皇學館大学神職養成部長 

（令和 6 年10月迄）
令和 ６年11月 学校法人皇學館調査役（令和 7 年11月迄）

地震避難訓練を実施
　₁₀月 ₉ 日、学内で
地震避難訓練を実施
した。₁₆時₄₃分、緊
急地震速報の放送が
流れると、学生は教職員の誘導に従い、速や
かに芝生広場へ避難・整列した。続いて、全
学生に送信済の安否確認メールについて、必
ず返信するよう指示が出された。訓練後の講
評で中條敦仁学生部長は、「災害はいつ発生す
るかわかりません。まずは落ち着いて避難し、
安全な場所に集まることを最優先に考えてく
ださい」と呼びかけた。さらに、「災害時に最
も問題となるのは、恐怖や混乱による判断の

遅れです。なぜ訓練を行
うのか、その意味をしっ
かり理解して臨んでくだ
さい」と強調した。最後
に「率先して冷静に行動
できる人になってほし
い」と述べ、訓練の重要
性を改めて訴えた。

　

京
都
橘
大
学
で
視
察
研
修

　

卒
業
展
示
で
伊
勢
の
歴
史・文
化
を
発
信

　

ふ
み
く
ら
倶
楽
部
×
防
災
科
研

「
あ
な
た
の
防
災
」展
を
開
催

　
博
物
館
実
習
（
学
芸
員
課
程
）
を
履
修
す
る
学
生
た
ち
に
よ
る
卒
業
展
示
が
８
月
１
日
か

ら
９
月
27
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
で
20
年
を
迎
え
る
卒
業
展
示
は
、
学
生
た
ち
が
自

ら
テ
ー
マ
を
選
定
し
、
資
料
を
集
め
、
構
成
を
練
り
上
げ
る
学
び
の
集
大
成
。
熱
い
思
い

が
詰
ま
っ
た
２
つ
の
展
示
が
、
伊
勢
の
歴
史
と
文
化
に
新
た
な
光
を
当
て
た
。

　

本
学
附
属
図
書
館
の
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体「
ふ
み
く
ら
倶
楽
部
」が
、

国
立
研
究
開
発
法
人
「
防
災
科
学
技

術
研
究
所
」（
以
下
、
防
災
科
研
）
と
協

働
し
、
企
画
展
「
あ
な
た
の
防
災
」

（
令
和
７
年
７
月
１
日
〜
10
月
31
日
）
を

開
催
し
た
。
学
生
団
体
が
文
部
科
学

省
所
管
の
国
立
機
関
と
連
携
す
る
の

は
極
め
て
珍
し
い
。

　

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け

は
毎
年
秋
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
る
図

書
館
界
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
図
書
館

総
合
展
」。昨
年
度
の
総
合
展
に
参
加

し
て
い
た
ふ
み
く
ら
倶
楽
部
の
メ
ン

バ
ー
が
防
災
科
研
の
展
示
に
興
味
を

持
ち
、
名
刺
交
換
を
行
っ
た
こ
と
か

ら
交
流
が
始
ま
り
、
そ
の
後
も
オ
ン

ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
重
ね
、

協
力
い
た
だ
け
る
運
び
と
な
っ
た
。

　
「
あ
な
た
の
防
災
」展
で
は
防
災
科

研
が
本
企
画
の
た
め
に
制
作
し
た
２

種
類
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ネ
ル
の
展
示

を
は
じ
め
、
防
災
グ
ッ
ズ
や
関
連
書

籍
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
。

９
月
26
日
に
は
特
別
企
画
と
し
て
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
型
講
演
会
を
実
施
。

本
学
卒
業
生
で
、
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
の
被
災
者
で
も
あ
る
山
本
謙

利
氏
を
講
師
に
迎
え
、
実
体
験
に
基

づ
く
貴
重
な
講
話
が
行
わ
れ
た
。

　

ふ
み
く
ら
倶
楽
部
代
表
の
星
野
愛

さ
ん（
国
文
３
）は
、「
一
つ
の
出
会
い

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
に
意
義

あ
る
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
」
と
語
り
、

今
後
の
活
動
へ
の
意
欲
を
新
た
に
し

て
い
た
。

　

Ｂ
班
で
は
江
戸
時
代
に
伊
勢
国
古
市
で
起
き

た
殺
傷
事
件
を
題
材
に
し
た
歌
舞
伎
『
伊
勢
音

頭
恋
寝
刃
』
を
深
く
掘
り
下
げ
た
。
展
示
で
は

事
件
発
生
か
ら
歌
舞
伎
の
演
目
と
し
て
現
代
ま

で
演
じ
続
け
ら
れ
て
き
た
プ
ロ
セ
ス
を
紹
介
し
、

伊
勢
と
歌
舞
伎
の
関
係
に
着
目
し
た
。「
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
、

地
方
で
の
歌
舞
伎

の
歴
史
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
か
っ

た
」
と
話
す
望
月

さ
ん
。
伊
勢
で
は

地
域
の
方
々
に
よ
る
地じ

歌か

舞ぶ

伎き

が
盛

ん
で
、今
も
古
市
歌
舞
伎

保
存
会
に
よ
っ
て
芝

居
文
化
が
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

今
回
の
経
験
か
ら
人
に

何
か
を
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
や
面

白
さ
を
深
く
学
ん
だ
と
言
い
、「
今
後
は
展
示
だ

け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
地
域
の
歴
史

や
文
化
を
伝
え
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

11
月
18
日
、
若
手
を
中
心
と
し
た
本
学

事
務
職
員
10
名
が
、
研
修
の
た
め
京
都
橘

大
学
を
訪
問
し
た
。
私
学
を
取
り
巻
く
環

境
が
一
層
厳
し
さ
を
増
す
中
、
近
年
志
願

者
・
入
学
者
数
を
着
実
に
伸
ば
す
同
大
学

の
実
践
に
学
び
、
改
革
の
示
唆
を
得
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。

　

同
大
学
は
明
治
35
年
に
京
都
女
子
手
藝

学
校
と
し
て
創
立
。
廃
学
の
危
機
に
直
面

す
る
も
、
男
女
共
学
化
や
新
学
部
・
学
科

の
設
置
な
ど
時
代
の
潮
流
を
と
ら
え
た
改

革
を
進
め
、
発
展
を
続
け
て
い
る
。

　

当
日
は
同
大
学
幹
部
職
員
と
、
事
前
に

回
答
い
た
だ
い
た
質
問
や
テ
ー
マ
に
つ
い

て
質
疑
応
答
を
行
い
、
運
営
方
針
等
の
理

解
を
さ
ら
に
深
め
る
と
と
も
に
、
新
し
い

施
設
が
並
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
紹
介
が
あ
っ

た
。
令
和
14
年
に
創
立
百
五
十
周
年
・
再

興
七
十
周
年
を
迎
え
る
本
学
に
と
っ
て
、

大
学
の
魅
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
若
手
職

員
の
育
成
に
も
有
意
義
で
あ
っ
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し

た
同
大
学
職
員
の
皆
様
に
は
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
。

　

以
下
に
研
修
報
告
か
ら
一
部
を
抜
粋
し

て
掲
載
す
る
。

　

Ａ
班
で
は
近
世
に
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し

た
「
お
伊
勢
参
り
」
が
現
代
ま
で
ど
う
受
け
継

が
れ
て
き
た
の
か
を
浮
世
絵
や
写
真
、
絵
葉
書

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
用
い
て
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
た
。
奥
野
さ
ん
は
「
当
時
の
人
々
に

と
っ
て
お
伊
勢
参
り
が
ど
れ
ほ
ど
特
別
で
、
伊

勢
の
文
化
が
ど
う
発
展
し
て
い
っ
た
の
か
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
展
示
へ
の
思
い
を

語
っ
た
。
ま
た
、
展
示
作
り
を
通
じ
て
、「
来
館

者
の
目
線
に
立
っ
て
、
い
か
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
か
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

実
感
し
た
」
と
話
し
た
。

Ａ
班
「
絵
で
め
ぐ
る
伊
勢
路
〜
参
宮
の
今
昔
〜
」
奥
野
侑
里
さ
ん（
国
史
４
）

Ｂ
班
「
伊い

勢せ

音お
ん

頭ど

恋こ
い
の

寝ね
た

刃ば

〜
演
じ
続
け
ら
れ
る
＊際き

わ

物も
の

〜
」
望
月
裕
太
さ
ん（
国
史
４
）

＊
際
物（
き
わ
も
の
）…
世
間
で
話
題
に
な
っ
た
事
件
や
流

行
な
ど
を
題
材
に
創
作
さ
れ
る
演
目

◢ ◣

人事異動�
◥ ◤

新任教職員紹介 令和 7年11月 1 日付　❶出身・経歴等 ❷趣味・特技等 ❸座右の銘 ❹一言メッセージ　
学生支援部就職担当 就職アドバイザー

田
た

間
ま

 敏
と し

明
あ き

❶三重県❖日本大学経済学部卒
❷家庭菜園　❸石の上にも三年
❹ ₆ 年半ぶりに現職場へ復帰しま
した。期間限定ですが、よろしくお願いします。

芝生広場に避難した学生たち

各クラブの代表者、
希望学生に対し消火
栓の使用方法を説明

和紙人形（神道博物館蔵）

油屋の様子がわかる
絵葉書セット

大日本行程大絵図

東海道中膝栗毛（上）と
伊勢参宮名所図会（下）

■ 退　職 ▶	 学生支援部就職担当�
		  就職アドバイザー� 辻　　宗久

令和 ７年10月31日付

		  法人本部事務局調査役� 秦　　昌弘
令和 ７年11月 ７ 日付

■ 採　用 ▶	 学生支援部就職担当�
		  就職アドバイザー� 田間　敏明

令和 ７年11月 １ 日付

施
　
設

⃝

学
生
が
自
由
に
使
え
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

が
充
実
し
て
お
り
、
活
気
が
あ
る
。

⃝

無
印
良
品
等
の
外
部
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
魅
力
的
な
イ
ン
テ
リ

ア
と
学
生
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
空
間
づ
く
り

を
実
現
し
て
い
る
。

運
　
営

⃝
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
戦
略
的
で
あ
り
、
徹

底
し
た
情
報
収
集
と
分
析
か
ら
最
適
解
を

導
き
出
す
プ
ロ
セ
ス
が
大
学
の
標
準
文
化

と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
。

⃝

短
期
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
長
期
的
な

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
両
輪
と
し
て
機
能
さ

せ
、
持
続
可
能
で
強
固
な
大
学
運
営
を
か

な
え
て
い
る
。

⃝

学
生
や
若
手
職
員
の
目
線
を
重
要
視
し
、

そ
れ
ら
を
施
策
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

組
　
織

⃝

職
員
が
所
属
部
署
だ
け
で
な
く
、
大
学
全

体
の
問
題
と
し
て
課
題
を
捉
え
、
解
決
に

取
り
組
む
意
識
を
持
っ
て
い
る
。

⃝
Activity Based W

orking 

（
Ａ
Ｂ
Ｗ
）

を
導
入
し
、
部
署
間
の
横
の
つ
な
が
り
を

強
化
し
て
い
る
。

⃝

全
学
的
に
改
革
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
お
り
、

職
員
が
自
由
に
企
画
・
提
案
で
き
る
風
通

し
の
良
い
環
境
が
あ
る
。

⃝

中
途
採
用
者
が
多
く
、
企
業
的
な
視
点
や

意
識
が
組
織
全
体
に
根
付
い
て
い
る
。

環境整備や学生の雰囲気を肌で感じる
機会となった

同展のために特別に制作していただいた
防災科研オリジナルパネル（図書館1階）

ふみくら倶楽部のメンバーと防災講演を行っ
た山本さん（前列右）

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

ベント＆エデュケーション

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports

Event & Education
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倉
田
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秋

卒業生奮闘中 !

卒業生奮闘中 !

卒業
生
闘中!奮

卒業生

闘中!奮

私の
学生
時代

私
の

学
生
時
代

私の
学生
時代

アクティブ スチューデントActive Student

皇
學
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

皇
學
館

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

K
O
G
A
K
K
A
N
L
I
B
R
A
R
Y

宝
箱

皇
學
館

宝
箱

皇
學
館

伊勢まつりに
CLL活動が出店

　₁₀月₁₁日、₁₂日に開催された「伊勢まつり」
に、本学のCLL活動などがブースを出店し、祭
りを盛り上げた。これは市制₂₀周年企画「未
来へつなごう伊勢まつり」に応じたもので、学
生が地域に貢献する活動を中心に企画を立案
した。
　₁₂日、CLL活動からはAIを活用したオリジ
ナルブック作成体験「Generative Link AI 結
（あいむすび）」と、「伊勢志摩TSUTAE隊（旧：あ
ばばい～伊勢志摩国立公園学生部会～）」による
₃ 市 ₁ 町（鳥羽市・志摩市・伊勢市・南伊勢町）を
巡るすごろくゲームが出店された。出店に参
加した松崎圭冴さん（現日 ₁）は「想定よりも
多くの方に訪れていただけた。最初は緊張し
たが、子どもたちがすごろくで遊ぶ姿を見て
自然と笑顔になり、楽しく接することができ
た」と、交流の充実感を語った。
　ほかにも、教育
学部の駒田聡子教
授のゼミによる伊
勢茶のふるまい、
皇學館サービス株
式会社からは「ぱ
んじゅう」などの
物品販売も行われ、
雨のなか多くの市民が本学ブースを訪れた。
　本活動は、本学の地域貢献活動を市民に知
っていただくとともに、学生が地域社会との
交流を通じて実践力を養い、地域貢献への意
欲を高める貴重な機会となった。

学生が全国まちづくりカレッジに参加

　現代日本社会学部の
地域社会研究会と茶業
研究会の学生₁₁名が令
和 ₇ 年 ₉ 月₁₆日・₁₇日
に香川県で開催された
「第 ₃₀ 回全国まちづくりカレッジ ₂₀₂₅ in 直
島」に参加した。同カレッジは、大学と行政、
商工会議所、NPOなどが連携し、地域社会と
大学教育の結び付きを深めることを目的とし
た全国的な交流の場。まちづくりに携わる学
生団体が一堂に会する。
　本学学生たちは直島地域活性化プロジェク
トが実施するフィールドワークに加わり、地
域住民との対話や現地観察を通じて、観光と
地域生活の両立について学んだ。住民からは、
観光客の増加を歓迎する一方で、オーバーツ
ーリズムによる課題にも直面している現状が
語られ、地域を多面的に捉える重要性や地域
文化への理解が共生の鍵であることを実感し
た。また、他大学の学生との交流を通じて、発
表資料の工夫や効果的な情報発信方法も学ぶ
ことができた。今回の経験を通じ、今後の地
域研究活動において、多様な視点を取り入れ、
実践的な提案へとつなげていく決意を新たに
した。

　

日本宗教研究の成果を世界へ発信
カナダ・マギル大学「第 ６回前近代日本宗教国際会議」

　
令
和
７
年
10
月
23
日
か
ら
24
日
に

か
け
て
、
カ
ナ
ダ
・
マ
ギ
ル
大
学
で

「
第
６
回
前
近
代
日
本
宗
教
国
際
会

議
」
が
開
か
れ
、
本
学
か
ら
塩
川
哲

朗
准
教
授
と
瓜
田
理
子
准
教
授
が
出

席
し
た
。
両
准
教
授
は
神
道
や
式
年

遷
宮
に
関
す
る
研
究
成
果
を
英
語
で

報
告
し
、
国
内
外
の
研
究
者
と
実
り

あ
る
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

研
究
者
間
の
意
見
交

換
と
国
際
交
流
を
目
的

に
6
回
目
の
開
催
と
な

っ
た
今
回
は
、「
日
本
の

宗
教
儀
礼
に
お
け
る
響

き
と
色
彩
」
を
テ
ー
マ

に
、
北
米
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
日
本
か
ら
日
本
宗

教
研
究
の
専
門
家
（
大

学
教
授
、
研
究
員
、
大
学

院
生
）が
集
ま
り
、
神
道

や
仏
教
の
祭
祀
・
儀
礼

に
関
す
る
最
新
の
研
究

成
果
を
発
表
し
た
。

　

塩
川
哲
朗
准
教
授
は
「
天
皇
祭
祀

と
神
宮
祭
祀　

古
代
に
お
け
る
神
宮

式
年
遷
宮
の
祭
り
を
題
材
に　

」と

題
し
、
山
口
祭
な
ど
第
63
回
神
宮
式

年
遷
宮
に
関
す
る
重
要
祭
儀
を
紹
介
。

式
年
遷
宮
の
概
要
や
成
立
、
天
皇
の

祭
り
と
神
宮
の
祭
り
の
対
応
性
・
補

完
関
係
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
た
。
瓜

田
理
子
准

教
授
は「
音

な
き
祈
り
の
深
奥　

伊
勢
神
宮
と
賢

所
に
お
け
る
神
楽
秘
曲
と
イ
ン
ド
音

響
思
想
と
の
対
話　

」
と
の
演
題
で
、

微
音
に
よ
り
神
楽
を
神
前
で
奏
す
る

こ
と
の
宗
教
的
意
義
を
論
じ
た
。

　

前
近
代
の
天
皇
や
神
宮
の
祭
祀
に

関
す
る
専
門
的
な
研
究
が
海
外
で
紹

介
さ
れ
る
の
は
珍
し
い
こ
と
も
あ
り
、

会
場
か
ら
は
神
道
や
神
宮
の
祭
祀
・

儀
礼
に
つ
い
て
多
く
の
質
問
が
寄
せ

ら
れ
、
海
外
の
日
本
宗
教
研
究
者
に

お
け
る
神
道
や
神
宮
へ
の
関
心
の
高

さ
が
窺
わ
れ
た
。

　

会
議
の
後
も
神
道
に
つ
い
て
の
質

問
や
意
見
交
換
は
続
き
、
海
外
の
研

究
者
が
資
料
に
基
づ
い
た
正
確
な
知

識
を
求
め
、
神
道
研
究
に
対
し
て
公

平
な
視
点
で
自
然
体
に
宗
教
的
意
義

を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
良

い
驚
き
で
あ
っ
た
。

　

タ
イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
J
C
I
の
団
員

と
本
校
生
徒
が
交
流�

皇
學
館
中
学
校

　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
や
国
際
交

流
な
ど
を
通
じ
て
地
域
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
す
る
Ｊ
Ｃ
Ｉ
（Junior 

Cham
ber International

）の
タ
イ
国
・

チ
ェ
ン
マ
イ
支
部
に
所
属
す
る
メ
ン
バ

ー
26
名
が
９
月
30
日
に
来
校
し
、
皇
學

館
中
学
校
の
生
徒
ら
と
交
流
授
業
を
行

っ
た
。

　

お
出
迎
え
の
後
、
中
学
校
体
育
館
で

歓
迎
式
を
実
施
。
本
校
代
表
生
徒
２
名

に
よ
る
英
語
で
の
司
会
の
も
と
、
双
方

の
代
表
者
に
よ
る
挨
拶
や
タ
イ
国
伝
統

の
舞
踊
が

披
露
さ
れ

た
。
独
特

な
調
べ
に

乗
せ
、
指

先
に
至
る

ま
で
し
な

や
か
に
舞

う
姿
に
会

場
は
息
を
の
ん
だ
。
続
い
て
、
本
校
日

本
文
化
部
に
よ
る
箏こ

と

の
演
奏
が
披
露
さ

れ
、
着
物
の
着
付
け
体
験
や
箏
の
演
奏

体
験
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
。
そ
の

後
、
本
校
３
年
生
を
中
心
と
し
て
、
タ

イ
の
訪
問
団
の
生
徒
た
ち
と
昼
食
を
共

に
し
、
各
席
に
お
い
て
生
徒
た
ち
は
英

語
で
会
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。
ま

た
、
タ
イ
国
・
チ
ェ
ン
マ
イ
の
名
所
や

名
物
等
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
も
行
わ
れ
、
会
場
は
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　

約
４
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ

っ
た
が
、お
互
い
の
文
化
を
理
解
し
、友

好
を
深
め
る
一
日
と
な
っ
た
。
生
徒
た

ち
は
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

堂
々
と
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
実
践
。
国
境
を
越
え
て
交
流
を

深
め
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

チェンバレン・上
田
万
年
旧
蔵

『
歌
枕
名
寄
』

　

澤
瀉
久
孝
文
庫
は
、
京
都
大
学
名
誉
教

授
で
万
葉
集
研
究
の
大
家
で
あ
っ
た
澤
瀉

久
孝
博
士
の
蔵
書
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。

伊
勢
の
御
師
の
家
柄
に
生
ま
れ
た
澤
瀉
博

士
は
、
再
興
さ
れ
た
本
学
に
お
い
て
昭
和

43
年
ま
で
兼
任
教
授
と
し
て
講
義
を
さ
れ

て
い
た
。

　

こ
の
文
庫
に
は
、
万
葉
集
古
写
本
断
簡

を
は
じ
め
文
化
財
級
の
古
典
籍
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
に
『
歌
枕
名

寄
』
が
あ
る
。『
歌
枕
名
寄
』
は
、
鎌
倉
時

代
末
期
に
澄
月
が
編
纂
し
た
歌
学
書
で
あ

る
。
澤
瀉
文
庫
本
は
そ
の
伝
本
の
一
つ
と

し
て
貴
重
な
資
料
。
箱
入
り
38
冊
で
料
紙

に
は
鳥
の
子
紙
が
使
わ
れ
表
紙
に
金
泥
を

散
ら
し
た
豪
華
な
写
本
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
写
本
は
研
究
上
重
要
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
じ
つ
は
本
学
に
ゆ
か

り
の
深
い
写
本
で
あ
る
。
巻
一
の
一

丁
表
に「
英
王
堂
蔵
書
」の
印
が
押

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
19
年
に

東
京
大
学
文
科
大
学
教
師
と
な
っ
た

バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン

（
１
８
５
０
年
〜
１
９
３
５
年
）の
蔵
書
印
で

あ
る
。
さ
ら
に
最
終
巻
の
巻
三
八
の
末
尾

に
、「
上
田
萬
年
博
士
蔵
書
賣
立
の
／
折
予

が
書
架
に
入
る
（
花
押
）」
と
い
う
、
澤
瀉

博
士
自
筆
の
識
語
が
残
さ
れ
て
い
る
。
チ

ェ
ン
バ
レ
ン
が
離
日
に
際
し
て
、
東
京
帝

国
大
学
で
の
教
え
子
上
田
万
年
（
慶
応
３

年
〜
昭
和
12
年
）に
蔵
書
を
譲
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
上
田
万
年
が
死
去
し
た

後
、
上
田
の
蔵
書
も
売
り
立
て
ら
れ
て
お

り
、
澤
瀉
博
士
が
こ
の
写
本
を
入
手
し
た

背
景
に
は
、
右
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
る
。

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
日
本
に
近
代
的
な

言
語
学
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
を
引
き
継
い

だ
の
が
上
田
万
年
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な

ら
ず
、
上
田
は
神
宮
皇
學
館
第
８
代
館
長

を
務
め
て
お
り
本
学
と
の
ゆ
か
り
も
深
い
。

こ
の
写
本
は
数
奇
な
道
を
た
ど
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
そ
の
ま
ま
近
代
国
文
学
の
歴
史
物

語
で
も
あ
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
か
ら
上
田

万
年
を
経
て
、
澤
瀉
博
士
の
書
架
に
入
っ

た
こ
の
写
本
が
本
学
の
所
蔵
と
な
っ
た
こ

と
は
、
研
究
の
み
な
ら
ず
写
本
伝
来
の
歴

史
を
知
る
上
で
も
意
味
深
い
と
言
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
神
道
学
科
教
授　
橋
本
雅
之

研究発表を行う塩川准教授（左）と瓜田准教授

会場を魅了したタイの優美な伝統舞踊

箏の演奏法を教える本校生徒

Vol.5

人気を博した「すごろくゲーム」のブース
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内定先内訳
神

社

企
業
・
団
体

医
療
・
福
祉

公

務

員

教
員（
小
中
高
）

教
員（
幼
）・
保
育
士

計

R7.12.１ 31 215 9 26 75 37 393
昨年同時期 38 317 7 39 65 37 503

令和 7年度山室山参拝・参拝
見学を実施
　国学者・本居宣長
の命日である11月 5
日、神宮皇學館以来の伝統行事である山室山
参拝・参拝見学が実施された。本行事は建学の
精神を確実に理解し、本学の伝統的学風を体
認する大切な行事として位置付けられている。
参拝・見学先はいずれも神宮及び神道・国学に
縁があり、わが国にとって重要な意義を持つ。
　宣長翁の奥墓がある山室山参拝では祭典と

献詠、宣長翁の
業績や本学との
関わりについて
の講話が行われ
た。

献 詠 歌（抜粋）

大人こそは我が師と仰ぐ気
い

吹
ぶきの

舎
や

�
　ともに侍りて学び極めむ� 常務理事 秦　 昌 弘

鈴屋の大人のみ姿慕はしき�
　賛を添へたる六

む

十
そ

余り一つ� 学長 齋 藤 　平

しづが身もちからのかぎりまなばむと　�
　志

こころ

を立てぬ大人のみまへに� 神道博後期 緒 方 亜 美

山室山しづけき奥津城しきしまの�
　道をひらきし翁やすらふ� 神道 4  谷田部雅貴

清めの雨の中、初穂曳に
学生・教職員93名が参加
　10月15日、第54回
「初穂曳」が行われ、
本学から83名の学生
と教職員をあわせ93
名が参加した。
　「初穂曳」は伊勢神宮の大祭「神嘗祭」を奉
祝する行事。清めの雨が降る中、法被姿の学
生たちは、「エンヤー」の掛け声に合わせて力
強く綱を引き、外宮北御門までの約 1キロを
進んだ。奉曳会の学生 8名は黒法被をまとい、
「お伊勢の空に木遣りが響く我らは皇大奉曳
会」など伝統の木遣り歌で行列を盛り上げた。
到着後は齋藤平学長を先頭に稲束を奉納し、
御垣内参拝を行った。奉曳会の野村光太郎さ
ん（神道 1）は「今回が初めての初穂曳参加で
した。神宮の祭りに参加でき、さらに自分が
関わった稲を奉納できたこと、そして木遣り
として参加させていただけたことがとても嬉
しかった」と感想を話した。

　

12
月
１
日
時
点
の
本
学
４
年
生

（
26
年
卒
）
就
職
内
定
率
は
71
・
８

％
（
内
定
者
数
３
９
３
名
／
就
職
希

望
者
５
４
７
名
）と
な
っ
た
。

　

株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
に
よ
る
と
、

26
年
卒
の
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、

第
一
志
望
を
含
め
複
数
の
内
々
定

を
得
る
な
ど
優
位
に
活
動
し
た
学

生
も
い
れ
ば
、
思
う
よ
う
に
内
々

定
が
取
れ
ず
苦
戦
す
る
学
生
も
存

在
す
る「
部
分
売
り
手
市
場
」に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
就

職
活
動
の
継
続
率
は
、４
月
末
時
点
で
は
前
年
を
下
回
り
、５

月
末
・
６
月
末
で
前
年
と
変
わ
ら
な
い
割
合
と
な
り
、
７
月

末
時
点
で
前
年
を
３
割
弱
上
回
る
数
値
に
な
っ
た
。「
売
り
手

市
場
」
と
い
う
安
易
な
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
堅
実
な
就
職

活
動
が
必
要
と
い
え
る
。

　

株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
に
よ
る
と
、
26
年
卒
生
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
等
の
参
加
率
は
85・３
％
、平
均
参
加
社
数
は
５・２

社
と
い
ず
れ
も
過
去
最
高
水
準
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

主
に
１
日
単
位
の
オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
の
参
加
割
合
も

84
・
９
％
と
な
り
、
そ
の
内
67
・
５
％
が
志
望
度
が
上
が
っ
た

と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

12
月
１
日
現
在
の
企
業
・
団
体
内
定
者
数
は
３
９
３
名
。今

　

12
月
１
日
現
在
の
本
年
の
求
人
状
況
は
昨
年
同
時
期
に
比

べ
15
社
減
1
名
増
の
１
７
５
社
３
５
8
名
の
求
人
を
い
た
だ

い
て
い
る
。神
社
奉
職
希
望
者
に
対
す
る
採
用
内
定
率
は
90
・

０
％
と
な
っ
て
い
る
。
内
訳
は
学
部
生
34
名
・
専
攻
科
生
15

名
の
49
名（
自
家
奉
職
者
含
む
。
昨
年
同
時
期
49
名
）。

　

神
職
養
成
担
当
で
は
引
き
続
き
、
未
内
定
者
の
個
別
面
談

や
面
接
指
導
を
行
い
、
神
社
関
係
へ
の
奉
職
希
望
者
が
全
員

採
用
内
定
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

今
年
度
の
公
務
員
試
験
も
行
政
職
を
中
心
に
、
日
程
や
試

験
内
容
に
変
動
が
見
ら
れ
た
。
引
き
続
き
地
方
を
中
心
に
学

生
の
「
安
定
、
地
元
」
志
向
は
高
く
、
人
気
の
あ
る
自
治
体

や
新
た
に
Ｓ
Ｐ
Ｉ
が
試
験
に
導
入
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
は
高
水

準
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
時
点
の
公
務
員
合
格
者
は
延
べ
46
名
と
な
っ
た
。
合
格

先
の
内
訳
は
、
国
家
公
務
員
（
一
般
職
）、
国
税
専
門
官
、
三

重
県
庁（
行
政
職
）、
四
日
市
市（
行
政
職
、
福
祉
職
）、
鈴
鹿
市
、

亀
山
市
、
津
市
、
松
阪
市
、
伊
勢
市（
行
政
職
、
学
芸
員
）、
志

摩
市
、
尾
鷲
市
、
熊
野
市
、
名
張
市
、
南
相
馬
市
、
田
村
市
、

玉
城
町
、
大
台
町
、
飛
鳥
村
、
三
重
県
警
、
大
阪
府
警
、
長

野
県
警
、
桑
名
市
消
防
、
四
日
市
市
消
防
、
伊
勢
市
消
防
、
法

務
教
官
、
皇
宮
警
察
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
7
年
度

内
定
状
況（
中
間

報
告
）

３
９
３
名
が
内
定
内
定
率�

71・8
％

（
令
和
7
年
12
月
１
日
現
在
）

教
職
関
係
三
重
県
は
既
卒
も
含
め
１
５
１
名
が
合
格

神
社
関
係

採
用
内
定
率
は
好
調

公
務
員
今
年
度
も
国
家
、地
方
と
幅
広
く
合
格

企
業
・
団
体

全
国
的
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の

参
加
率
が
過
去
最
高
水
準

　

令
和
７
年
度
教
員
採
用
試
験
結
果
は
、
三
重
県
に
つ
い
て

は
既
卒
も
含
め
１
５
１
名（
現
役
合
格
は
64
名
）が
合
格
、
三
重

県
以
外
で
は
15
名
が
現
役
合
格
し
た
。
現
役
合
格
計
79
名
は

過
去
最
高
の
人
数
。
合
格
し
た
都
道
府
県
市
に
つ
い
て
は
以

年
も
金
融
・
保
険
関
係
18
名
、
農
業
協
同
組
合
４
名
が
内
定

を
得
て
い
る
。

　

就
職
担
当
に
は
令
和
８
年
１
月
以
降
も
応
募
可
能
な
求
人

依
頼
が
届
い
て
お
り
、
最
後
ま
で
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ

た
支
援
を
継
続
し
て
い
る
。
未
内
定
の
学
生
も
卒
業
ま
で
の

進
路
決
定
を
諦
め
ず
に
活
動
し
て
ほ
し
い
。

全
国
的
に
は
売
り
手
市
場
で
は
な
く「
部
分
売
り
手
市
場
」

下
の
通
り
。【
中
学
校
】
愛
知
県（
国
語
）・
広
島
県（
国
語
）・
愛

媛
県（
保
健
体
育
）【
小
学
校
】岐
阜
県
・
浜
松
市
・
東
京
都
・

埼
玉
県
・
福
井
県
【
特
別
支
援
学
校
】
滋
賀
県
・
東
京
都

　

三
重
県
で
は
令
和
６
年
度
の
教
員
採
用
試
験
か
ら
、
小
学

校
教
諭
の
区
分
で
大
学
３
年
生
が
受
験
で
き
る「
特
別
選
考
」

を
開
始
し
、本
学
で
も
多
く
の
学
生
が
受
験
、合
格
を
果
た
し

た
。来
年
度
の
教
員
採
用
試
験
か
ら
、こ
の「
特
別
選
考
」の
対

象
が
全
校
種
・
教
科
に
拡
大
さ
れ
る
。
教
職
支
援
担
当
で
は

早
期
の
対
応
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
教
員
養
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る「
倉
志
会
」や「
つ
ば
さ
」へ
の
参
加
を
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、
教
職
支
援
室
の
積
極
的
な
活
用
を
奨
励
し
て

い
る
。

教採合格者報告会

◦過去問を解いて、問題の傾向をつかむ。自分の苦手分野を把握する。
◦自分に合った勉強法を見つける。
◦模擬授業を動画に撮ってもらい、自身の無意識な癖を把握して改善につなげる。
◦面接はすべての質問の着地点に一貫性を持たせる。
◦教職・就職ガイダンスはとても役に立った。
◦ ５分、10分でもいいので勉強する習慣を身に付ける。
◦学校ボランティアや学童保育に参加し、経験を積む。
◦授業を真面目に受講し、何気ない先生の言葉でもメモを取る。
◦倉志会・つばさに参加すると実践的な内容が学べ、モチベーションも高く保てる。

公務員試験合格報告会

◦インターンシップに参加し、自治体業務の理解を深める。
◦総合計画だけでなく市政アンケート等も確認し、志望理由を独自の視点で組み立てる。
◦自分の強み・弱みを把握し、端的に伝える練習機会を多くこなす。
◦AIを活用して興味を持ったキーワードを深掘りする。
◦自分に合う学習スタイルを早期に確立する。
◦SPIを導入する自治体が増えているため、その対策も怠らない。
◦友人や仲間と支え合い、精神的な負担を軽減する。
◦適度な息抜きを取り入れ、継続できる学習リズムを保つ。

　10月29日、公務員試験合格報告会が実
施された。第 1部では名古屋大原学園の
加藤耕司氏が試験動向や学習の重点科目
について説明。「勉強量は合格率に比例す
る」といった経験則や、漫然と勉強する
のではなく、得意・苦手を可視化しなが
ら効率よく取り組む重要性が強調された。
また、公務員試験対策講座は本番ときわ
めて内容が近く、受講の価値の高さを繰
り返し述べた。
　第 2部は今年度の合格者 3名が登壇し、
座談会形式で体験談を語った。四日市市

役所に合格
した久保勇
人さん（現
日）、法務省
専門員（法
務教官）に
合格した山
口真凛さん
（教育）、鈴鹿市役所に合格した若林咲季
さん（コミ）がそれぞれの取り組みを紹介。
アドバイスとして次の点が示された。

　11月13日、公立学校教員採用試験に合
格した 4年生による合格者報告会を開催
した。会では 6名の登壇者が勉強を始め
た時期や取り組み方、効果的だった学習
方法、モチベーションの保ち方等につい
て自らの経験を交えて語った。不安や悩
みについても話し、参加者は熱心にメモ
を取るなど関心の高さがうかがえた。学
生からは「実体験に基づく話がとても参
考になった」「自分も頑張りたい」といっ
た声が聞かれ、有意義な場となった。

教員、公務員に　先輩が語る合格への歩み

先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

教員採用試験と公務員試験の合格者報告会が相次いで開催された。実体験に基づく
言葉の一つひとつが、教職や公務員の道をめざす後輩たちの背中を押す機会となった。

令
和
７
年
度
保
護
者
対
象
就
職
講
演
会
・
説
明
会
を
開
催

希望者には動画を配信

　
６
月
８
日
に
保
護
者
対
象
就
職
講
演
会
・
説
明
会
を
開
催
し
た
。

40
名
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
視
聴
を
希
望
さ
れ
た

31
名
に
収
録
動
画
を
後
日
配
信
し
た
。「
現
代
の
就
活
は
楽
で
は
な

い
!?
〜
そ
の
実
態
と
親
の
関
わ
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
」と
題
し
た
講

演
会
で
は
株
式
会
社
キ
ャ
リ
タ
ス
の
杉
原
真
理
子
氏
が
最
新
の
就

活
環
境
を
解
説
し
、保
護
者
と
し
て
の
留
意
点
等
を
助
言
し
た
。

教
職
支
援
担
当
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
設

主
に
学
生
向
け
対
策
講
座
の
告
知
や
講
座
の
様
子
、

参
加
し
た
学
生
の
声
な
ど
の
情
報
を
発
信
中
!

年次 学部 参拝・見学先
1年 文 山室山（本居宣長奥墓）

2 年 文 瀧原宮、丹生神社・神宮寺
教・現 内宮（正式参拝）、外宮（一般参拝）

3 年 文 伊雑宮、御塩殿神社
4年 文 結城神社、三重縣護國神社
専 攻 科 山室山（本居宣長奥墓）

左から久保勇人さん、山口真凜
さん、若林咲季さん

左から吉岡紗菜さん、田邉保直さん、川口咲良さ
ん、中島由香莉さん、若谷怜さん、村田翔太郎さん
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スポフェスを開催

３ 名が優良生徒表彰
第61回 三重県私学大会

熱気がグラウンドを包み込む
第63回 体育大会を開催

縦割り班で学年超え協力
令和 ７ 年度体育大会を開催

第 ２ 学年宿泊研修 in 大阪

　₁₂月₁₉日、スポーツフェスティ
バルを実施。当日はバレーボール、
バドミントン、ボッチャの ₃ 種目
が行われ、熱戦が繰り広げられた。
生徒たちはクラス一丸となって競
技に臨み、協力の大切さやスポー
ツの楽しさを改めて実感したよう
だ。結果は上記の通り。

雨天順延となっていた体育大会が10月 ３ 日に開催された。学年別競技（ １
年：バンブーレース、障害物競走／ ２年：二人三脚、魔法の絨毯／ ３年：ドラゴ

ンレース、ムカデ競争）をはじめ、実行委員レク競技、綱引き、応援合戦、∞縄跳
び、クラブ対抗リレーや ４ ×１００ｍリレー、20人リレーなど、多彩な種目が繰り
広げられた。どの競技も白熱し、生徒たちは声援を送り合い
ながら一日を駆け抜けた。
　体育大会実行委員長の押田君尋さんは「全校生徒の熱気が
グラウンド中を包み込み、応援合戦では全学年が一丸となり、
大いに盛り上がりました。みんなの笑顔溢れる体育大会にな
ったことを心から嬉しく思います」と振り返った。

10月18日、アスト津・アストホールにおいて第61回三重県私学大会が開催され、
皇學館高等学校の福井悠真さん、押田君尋さ
ん、皇學館中学校の石井佑吾さんが優良生徒
表彰を受けた。また、中学校の岩城美紗教諭、
高校の中西由佳教諭が20年永年勤続表彰を受
けた。以下に生徒 ３名のコメントを紹介する。

11月８日、グラウンドのコンディション不良で延期となっていた体育大会が実施された。50ｍ走やチャレンジャー・ザ・
ギネスに加え、新たにダンス発表が取り入れられるなど、工夫を
凝らしたプログラムが並んだ。生徒たちはこの日に向けて練習を
重ね、本番では見応えある演技やレースを披露した。
　また、縦割り班による対抗レースでは学年
を超えて互いを励まし合う姿が随所で見られ、
会場は温かな一体感に包まれた。生徒一人ひ
とりの努力と協力が光る、心に残る体育大会
となった。

10月23日・24日に １泊２日の日程で、 ２年
生が大阪で宿泊研修を行っ
た。キャリア教育の一環と
して、はたおり工房・報道・
空港・ガスエネルギーなど
さまざまな分野の職場見学
を行い、生徒たちにとって
は自身の職業観を広げ、今後の進路について考える有意義な研修
となった。以下に生徒の感想を掲載する。

◦「ものづくり」の講義をご担当い
ただいた先生はとても面白く、興
味をもって話を聞くことができま
した。河内木綿工房では織るのが
とても楽しかったです。住吉大社
は伊勢神宮や去年の宿泊研修で参
拝した熊野本宮大社とはまた違う
美しさがありました。

◦NHK大阪放送局が特に面白く、いろい
ろなラボやアナウンサー体験ができた
りしてとても良い思い出になりました。
関西国際空港では普段は立ち入れない
保安区域にも入らせていただき、航空
業界を裏側から支える人々を間近に感
じることができました。ガス科学館では多彩なプログラムが用意
されており、終始楽しみながらガスエネルギーについて知ること
ができ、とても意義のある宿泊研修だったと思います。

通信制課程のご案内
　皇學館高等学校では、多様化する現代の学び
のニーズに応えるため、全日制に加え、新たに通
信制課程を併設し、令和 ₈ 年度生の募集を開始
します（令和 ₇ 年₁₀月₁₀日、三重県知事より認可）。本
課程は「神道」を教育理念の核に据え、個人のペ
ースを尊重した柔軟な学習スタイルと、将来を見
据えた先進的なカリキュラムを提供します。

皇學館高等学校 通信制課程
学科◦普通科（狭域制：三重県および愛知県対象）
開校◦令和 ₈ 年 ₄ 月 ₁ 日 修業年数◦ ₃ 年以上
募集開始◦令和 ₇ 年₁₂月 ₁ 日 募集定数◦₃₀名

特 長

◦一人ひとりに合わせた徹底的な個別サポート
◦大学進学に適したカリキュラム
◦将来の可能性を広げるDX教育と「高大連携」の推進
サポート体制の特色

　通信制課程で学ぶ生徒の学習を支えるため、
「安藤塾」（本校：三重県伊勢市）と連携し、「安藤塾」
の各教室をサポート教室として、スクーリングのな
い日の生徒一人ひとりの学びを支援します。ただし、
希望者のみのＷスクールとなり、費用は別途発生
するものの、一人ひとりの学びを確保する体制を
推進しています。

福 井 悠 真（皇學館高等学校）

　優良生徒賞という非常に名誉な賞を受賞させていただき、とても光栄に思います。約 ₁
年間校友会活動に参加し、さまざまな方々の力を借りてここまで活動することができまし
た。学校行事ではたくさんの方々の協力があり、私は本当に周りの人に恵まれていると感
じています。今回の表彰で慢心せず、これからも人として精進していきたいと思います。

押 田 君 尋（皇學館高等学校）

　受賞理由のひとつに校友会総務委員長としての活動がありました。初めて約₉₀₀人の生徒
の前で挨拶をしたとき声が小さく詰まってしまい、うまく話すことができませんでした。友
達や先生方のアドバイスを受け、何度も経験を積むことで自信が付き、うまく話せるよう
になりました。校友会活動を通して人間として大きく成長することができました。この受
賞を糧にさらに日々精進していきます。

石 井 佑 吾（皇學館中学校）

　今回、優良生徒表彰をいただけたことを心から嬉しく、光栄に思っています。この表彰
は、私自身の学校生活を見つめ直し、さらに成長するためのチャンスだと強く感じました。
残りわずかな中学校生活を最高に充実したものとするため、これからは学校行事に今まで
以上に積極的に参加し、自分らしさや主体性を大いに発揮していきたいと思います。

　
　中学校生活最後の体育大会は、縦割り班での対決がとても印象に残
りました。学年の枠を超えて協力し合い、優勝という目標に向かって
チームの一体感を感じることができました。唯一学年別に行ったダン
ス発表はクラス全員で練習を重ね、本番ではリラックスして楽しく踊
ることができました。踊る直前に組んだ円陣はクラス一人ひとりを鼓
舞するものであり、一体感を特に感じた瞬間でした。
 ₃ 年Ａ組　前田愛莉珠
　
　入学して ₂ 回目の運動会。ダンス種目が追加されたり、チームが全
学年混合になったりと変更点はありましたが、結果的に学年・学校全
体の絆が深まったと思いました。一番熱かった種目は「魔法の絨毯」で
す。私のチームは最初劣勢でしたが、巻き返して同率 ₂ 位と分かった
際には友達と歓喜に沸きました。総合結果は ₂ 位でした。来年は優勝
を勝ち取り、有終の美を飾りたいと思います。 ₂ 年Ａ組　松 井 春 陽
　

高
等
学
校

高
等
学
校
・
中
学
校

中
学
校

【大会結果】
１ 位 ３ 年 ２ 組
２ 位 ２ 年 ２ 組
３ 位 ３ 年 ７ 組
20人リレー
優勝 ３ 年 ４ 組

【大会結果】
１ 位 青 組
２ 位 黄 組
３ 位 赤 組
※生徒縦割り班

左から石井さん、押田さん、福井さん

全力を出し切っ
た綱引き（左）と
表彰式

NHK大阪放送局にてアナウンサー体験

住吉大社を参拝

ガス科学館でガスについて学ぶ

縦割り班により、学年の枠を超え
絆を深めた

総合優勝 ２ - １
バドミントン １ - ９
バレーボール ３ - ７
ボッチャ ２ - ５

ボッチャ（上）と
バドミントン
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第64回 倉陵祭

クラスの力を結集させ、
絆が深まった ₂ 日間

『日本後紀史料』第 ₁ 巻が完成
創立百五十周年完結をめざして
　研究開発推進センタ
ー史料編纂所は、開設
以来の事業として『續
日本紀』を基軸とした
『續日本紀史料』（全₂₀
巻₂₂冊）の編纂を続け、
平成₂₆年 ₃ 月に刊行を
完了した。同書は創立
百三十周年・再興五十周年の記念事業として
結実したものである。その次なる事業として、

『續日本紀』に続く『日本後紀』をベースにし
た編年史料集『日本後紀史料』の編纂に着手
し、このたび第 ₁ 巻（延暦₁₁年～同₁₆年）が完成
した。本巻は紙媒体を作成せず、電子データ
を学術リポジトリに登録・公開し、広く閲覧・
活用に供する方針である。『日本後紀』は全₄₀
巻のうち現存するのは僅かに₁₀巻であり、根
幹史料が不完全であるため、これを基軸とす
る編年史料集の編纂は多難を極める。しかし、
本事業は大学当局の英断により、創立百五十
周年の記念事業に採択された。史料編纂所ス
タッフはこれに力を得、令和₁₄年の完成をめ
ざし、日々作業に邁進している。第 ₁ 巻の公
開を機に、皆様方の一層の支援と協力を願う
次第である。

第46回 皇中祭

学友会が初の企画運営で
﹁新風﹂起こす
　第₆₄回倉陵祭が₁₀月₂₅日・₂₆日の両日開催された。
今年度は初の試みとして、企画から運営までの
すべてを学友会総務部が担当。テーマ「新風」
のもと、伝統に新たな価値を加える取り組み
が見られた。
　初日は厳かに執り行われた祭典から始まり、各教室ではクラブなど
の学生展示や、毎年子どもたちに人気の劇や茶会など、多くの催し物
が開催された。また、学会の研究発表やゼミ発表も行われ、ステージ
ではアンサンブル部やよさこい部＂雅＂、ダンス部などが迫力のステー
ジで観客を魅了した。 ₂ 日目は、学生参加型企画として「ｅスポーツ」
や「ボッチャ」、「謎解きウォークラリー」などの新企画を導入。記念講
堂ではアーティストライブやお笑いライブも行われた。
　学友会総務委員長の甲田真吾さん（現日 ₄）は、日頃から活動を共に
する学友会の強みを生かし、既に築かれた信頼関係や円滑なコミュニ
ケーションによって準備を効果的に進めることができたと振り返る。
柔道部に所属し、学友会行事などの企画運営経験はなかったが、「大学
への恩返しをしたい」との強い思いを原動力に委員長にチャレンジ。慣
れない業務に苦労しつつも、仲間と課題に向き合う過程で「かけがえ
のない経験」を得られたと語り、異なる背景を持つ学生同士が互いを
尊重し合い、強い結束が生まれたことが最も大きな成果と話した。
　企画面では学生参加型の新企画を導入。また、昨年の課題を踏まえ、
屋外ステージを全面的に屋内へ移行し、天候リスクの軽減と準備負担
の削減を図った。一方で、パンフレットの Web 公開に伴う案内不足、
学生参加率の伸び悩みなどの改善点も明らかとなった。
　準備期間の日々を「宝物」と表現し、「この経験が自らの価値観を変
え、周囲にも良い変化をもたらした」と語る甲田さん。今回得られた
成果と課題は、次回の倉陵祭をさらに発展させる礎となるだろう。

　₁₁月₁₄日・₁₅日に第₄₆回皇中祭が開催され、校内は多彩な企画と展示
で大いに賑わった。今年はクラス展示、作品展示、部活動体験などを
スタンプラリー形式で公開し、来校者は生徒たちの創意工夫を楽しみ
ながら会場を巡った。
　初日は合唱コンクールとブックレビューバトルが実施された。多く
の観客を前にした全体合唱で生徒たちは緊張しつつも最後まで歌い切
り、舞台に立つ喜びと達成感を味わった。ブックレビューバトルは出
場メンバーにとって新たな挑戦の場となった。
　 ₂ 日目のクラス展示は活気に満ち、未来理工部による「皇學館のマ
イクラ再現」や宝探し企画が特に注目を集めた。
　校友会の松井春陽さんは「成長を実感した時間だった」と振り返り、
ピアノ伴奏でミスしながらも弾き切った充実感や、来校者の笑顔が心
に残ったと話した。前田愛莉珠さんは、準備段階で意見の衝突もあっ
たが、自分の考えを伝えることで協力が生まれ、より良い展示づくり
につながったと語る。また、周囲を見て行動し、困っている人に手を
差し伸べる姿勢の大切さを痛感し、「学年全体の成長と仲間と歩む喜び
を改めて感じた」と満足した様子で話した。
　今年の皇中祭は形式の変化があるなかでも生徒たちが主体的に挑戦
し、それぞれが新たな経験と学びを手にした ₂ 日間となった。育まれ
た絆と成果は、かけがえのない財産となるに違いない。

笛師・松下恵吾（神道₄）さんが
伊勢市美術展覧会で受賞
　第₇₁回伊勢市美術
展覧会・工芸部門で
松下恵吾さん（神道
₄）が制作した能管＊

が教育長賞を受賞し
た。思いがけない知
らせに「驚いた」と
語る松下さん。表彰
式後の「作品を
語る会」では若
手ながら工芸に真摯に取
り組む姿勢や、笛という題材の珍しさ、
さらに竹と漆の魅力を最大限に引き出してい
る点が高く評価されたという。これまで篠笛
を中心に制作してきた松下さんにとって能管
は初の挑戦。見事な成果を収めた。
　息を吹き込むことで漆が変化し、音が育つ。
そうした ＂人と自然の共同作業＂ が笛づくり
の魅力と松下さん。「使い捨てが当たり前の時
代だからこそ、一生ものとして共に育つ笛に
価値を感じます。吹き込まれた笛の艶や音色
には時間の重みが宿ります」。
　次なる目標は龍笛の制作。「さらに深く笛づ
くりを探求したい」と意欲を語る。伝統と創
造のあわいで、松下さんの挑戦は続く。

＊能管…日本の伝統的な横笛の一種で、主に能楽で
使用される。

頒布用に作成したDVD

3 学年クラス展示 2学年クラス展示

厳粛な雰囲気の中、執り行われた祭典

熱戦となったブックレビューバトル

ハーモニーが響いた合唱

1学年クラス展示

日頃の練習の成果を披露（書道部）

チームワークが発揮された学友会総務部

祭典：倉陵祭の安全と成功を祈願

ダンス部は圧倒的なパフォーマンスで魅了

学
友
会

総
務
委
員
長
の

甲
田
さ
ん
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https://www.instagram.com/4kyou_musical2025/


　女子軟式野球部が毎年 ８月末に富山県
魚津市で開催されている全日本大学女子
野球選手権大会でベスト ４に進出した。
昨年の初出場に続く快挙で、 ２年連続の
上位進出となる。
　部員10名と監督・コーチ陣 ４名の計14
名という少人数のチームながら、一人ひ
とりが野球への強い情熱を持ち、日々楽

しみながら全力
で練習に取り組
んでいる。
　投手・捕手と
してチームを支
えるキャプテン
の山口胡桃さん
（教育３）は、２年
連続 ４位という

結果に「とてもうれしいです。全員が力
を出し切ったからこその成果だと思いま
す」と笑顔を見せる。また、キャプテン
として「みんなが野球を頑張ろうと思え
る雰囲気づくりを大切にしてきました」
とチームへの思いを語った。
　大会を振り返り、勝ち進むにつれて体
力不足を課題に感じたと話す山口さん。
「冬に入るので、基礎練習に加えて体力づ
くりにも取り組んでいきたいです。鬼ご
っこなど楽しさも取り入れながら、少し
ずつ力をつけていきたい」と意欲を示す。
今後の目標について、「来年はこれまでの
結果を超えたい。一人ひとりが向上心を
持ち、リーグ戦や練習試合でも内容や勝
敗にこだわった試合をしていきたい」と
力強く語った。

赤松芽衣さ
（コミ２）

んの作品が優秀賞
第₄₅回「地方の時代」映像祭・市民・学生・自治体部門

乾 梛華さ
（高1）

んが「尾瀬の夏空」で大賞に
第₁₄回 尾瀬書展

卒業記念ミュージカル開幕に向け
実行委員長 野中ありあさ

（教育４）
んが奮闘

　皇學館大学大学生テレビ局に所属する赤松芽衣
さん（コミ ２）の作品「山奥の小さな楽器店ラモシ
オン」が、第45回「地方の時代」映像祭・市民・学
生・自治体部門で優秀賞を受賞した。赤松さんは

「まさか自分の番組が賞をいただけると
は思わず、とても嬉しかった。指導して
くださった先生や撮影に協力してくれた
仲間に感謝している」と話す。作品づく
りのきっかけは、趣味のギターにまつわ
る番組を作りたいと考えた際、松阪市郊
外にある楽器店ラモシオンの存在を知っ
たことだった。親子でバンド活動も行う垣内章伸
さんと息子の楽

ら

守
もん

さんが営む、こぢんまりとしな
がらも温もりあふれる店。番組制作では、 ２人の
人柄や店の穏やかな空気感が伝わるシーンを選ぶ
のに注力したという。完成後、垣内さんから「お客
さんにこんな反響があったよ」と電話があり、「作
ってくれてありがとう」と言葉をもらえたことが

何より嬉しかったと振り返る。赤松さんは、テレ
ビ局での活動を通してコミュニケーション力や協
調性が育まれ、最後までやり遂げる力が身に付い
たと実感。これからも撮影や編集の技術を磨き、仲
間と支え合いながら、多くの人に届く
作品づくりに挑戦していきたいと意気
込んでいる。� 作品の視聴はこちらから▶

　第14回尾瀬書展で、皇
學館高等学校 1年の乾梛
華さんが見事大賞に輝い
た。思いがけない受賞に
「はじめは驚きましたが、
とても嬉しかったです」
と顔をほころばせる。受
賞作「尾瀬の夏空」は、
「雲ひとつない尾瀬の空
を表現したい」との思いを胸に臨んだ作品だ。行書を用いて線に強
弱をつけ、自然の伸びやかさを意識したという。書道を始めたのは
小学 １年生。字の美しさを大切にする両親の勧めがきっかけだった。
「書けば書くほど上達するところが書の魅力。正解がなく、自分らし
い表現ができるのが楽しいです」と語る乾さん。「これからは、自分
のスタイルを確立し、賞を取れるような書を追求したい。そしてい
つか、人に認められる書道の先生になりたいです」と、筆を手に未
来を見つめている。

女子軟式野球部が ₂ 年連続ベスト ₄
全日本大学女子野球選手権大会

　女子軟式野球部が毎年 ８月末に富山県
魚津市で開催されている全日本大学女子
野球選手権大会でベスト ４に進出した。
昨年の初出場に続く快挙で、 ２年連続の
上位進出となる。
　部員10名と監督・コーチ陣 ４名の計14
名という少人数のチームながら、一人ひ
とりが野球への強い情熱を持ち、日々楽

しみながら全力
で練習に取り組
んでいる。
　投手・捕手と
してチームを支
えるキャプテン
の山口胡桃さん
（教育３）は、２年
連続 ４位という

結果に「とてもうれしいです。全員が力
を出し切ったからこその成果だと思いま
す」と笑顔を見せる。また、キャプテン
として「みんなが野球を頑張ろうと思え
る雰囲気づくりを大切にしてきました」
とチームへの思いを語った。
　大会を振り返り、勝ち進むにつれて体
力不足を課題に感じたと話す山口さん。
「冬に入るので、基礎練習に加えて体力づ
くりにも取り組んでいきたいです。鬼ご
っこなど楽しさも取り入れながら、少し
ずつ力をつけていきたい」と意欲を示す。
今後の目標について、「来年はこれまでの
結果を超えたい。一人ひとりが向上心を
持ち、リーグ戦や練習試合でも内容や勝
敗にこだわった試合をしていきたい」と
力強く語った。

　 ３月 ７日（土）・ ８日（日）の ２日間、本学
記念講堂において教育学科有志による卒業
記念ミュージカルが今年度も上演される。
演目は「アリスとことばのまほう」。実行委
員長の野中ありあさん（教育 ４）は、子ども
が楽しみながら理解できる構成を心掛けた
と話す。言葉のかけ方が相手の気持ちにど
う影響するのか、自然に感じ取れる演出を
盛り込んだ点について、「顔が見えないやり

とりが増えた今だ
からこそ、思いや
りのある言葉を選
ぶ大切さを感じて
ほしい」と語る野
中さん。制作過程では意見がぶつかること
もあったため、誰でも書き込める事項書を
作成し、意見を出しやすく、全員で進捗を
確認できるよう改善。結果、情報共有がス
ムーズになり、協力し合いながら制作を進
められるチームへと成熟していった。こう
した経験を通して、互いの考えを尊重しな
がら形作っていく難しさと、乗り越えた先
にある価値を実感したと振り返る。
　卒業記念ミュージカルは ３月 ７日㈯・ ８
日㈰ 14時開演。ぜひ家族や友人をお誘いあ
わせの上、ご来場ください。

「音楽の楽しさや自分らしく生きていくことの大切さを伝えたかった」と赤松さん（中央）

受賞報告のため、12月3日に伊勢市長を表敬訪問した。左から
鈴木健一伊勢市長、赤松さん、原田柾さん（教育 4）

大賞受賞の喜びを語る乾さん

●川口咲良さん（国史 ４ ◆サード）

個性が溶け合い、一つにまとまる統一感
のあるチームです。「強い気持ち」を合言
葉に仲間も思い出も増えていきます。入
部して良かったと必ず思える部活です !

●飛岡愛心さん（教育 ４ ◆ライト）

野球を心から楽しみ、全力で向き合う姿
勢がチームの強み。仲間と支え合うこと
で大きく成長できました。勝利の瞬間の
一体感は格別。初心者でも安心して挑戦
できます !

●原　奈津美さん（教育 ４ ◆ピッチャー）

メリハリがあり、仲が良いところが魅力。
役割を理解して行動できるようになり、
４ 年間とても充実していました。部活で

大学生活がぐっと豊かになります !

●森島希菜里さん 
　（教育 ４ ◆ショート・ピッチャー）

仲間の活躍を自分のことのように喜べる
温かいチームです。責任感が育ち、大学
ジャパンでの経験は野球の楽しさを再確
認する瞬間でした。大学で続けて良かっ
たです。

●岸　香織さん（国史 ３ ◆レフト）

メンバー全員が「強い気持ち」を持って
いるのが強み。忍耐力がつき、勝利の瞬
間に入部して良かったと実感します。思
い出も多く、青春できる部活です !

●豊岡　葵さん（教育 ２ ◆ファースト）

全国 ４ 位や勝利の喜びを全員で分かち合
えるチームです。少人数で仲が良く、前
向きに野球を楽しんでいます。運動好き
な方、ぜひ一緒にプレーしましょう !

●酒井菜々巴さん（教育 １ ◆センター）

多くの人と関わる中で、自分の意見を伝
える力が身につきました。大学から始め
ましたが、優しい先輩と仲間のおかげで
毎日楽しいです。声を掛け合いながら野
球を楽しんでいます。

●山口花凛さん（現日 １ ◆セカンド）

勉強と部活を両立しながら結果を残して
いるのがチームの強み。自分から行動で
きるようになりました。先輩後輩の壁が
なく、温かい雰囲気の中で貴重な経験が
できます。

仲の良さはぴかいち!

教育学科での学びを生かし
たいと話す野中さん
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メンバーに聞きました!

高い志とチャレンジ精神でもって学内のみならず、さまざまな 
フィールドで活躍している皇學館生たち。本コーナーでは 
彼らの熱い思いとともに、その活動ぶりをご紹介します。
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卒業生奮闘中 !

卒業生奮闘中 !
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